
ESG経営の
リーディングカンパニーへ

ESG経営の長期目標

サステナビリティビジョン

2050
積水ハウスグループは、2016年にESG経営の長期目標となる「サ

ステナビリティビジョン2050」を策定しました。さらに、2020年に

「『わが家』を世界一 幸せな場所にする」をグローバルビジョンに

掲げ、2021年には経営における重要課題として5つのマテリアリ

ティを特定しました。各ビジネスを通じて当社グループ一丸となって、

この5つのマテリアリティに取り組み、ESG経営のリーディングカンパ

ニーを目指します。また、2020年に新設したESG経営推進本部を

軸に、「積水ハウスグループに関わるすべての人が幸せであること」

「事業を通じ、よりよい社会づくりに先進的に取り組み、貢献し続け

ていること」をテーマとし、全従業員の意識向上と理解浸透を図り、

永続的な事業成長を目指し、ESG経営を推進していきます。

ESG経営の推進テーマ

● 脱炭素社会
● 人と自然の共生社会
● 資源循環型社会

● ダイバーシティの推進
● 働き方改革
● 健康経営
● 人材育成
● 人権の尊重
● 社会貢献活動

● �イノベーション&コミュニケーション
を実現する組織風土の醸成

● グループガバナンス体制の強化

E S G環境 社会 ガバナンス

「お客様の幸せな人生」の実現のため

に、住まいのZEH化を含めた事業活動

全体の脱炭素化とともに、生物多様性

保全や資源循環などにも積極的に取り

組み、事業と一体的に推進します。

多様性を認め合い、活かしながら、自

分らしく最大限の能力を発揮できる風

土をつくり、従業員一人ひとりが幸せ

を実感でき、組織とともに成長しなが

ら、社会への貢献を目指します。

コーポレートガバナンスの強化に継続的

に取り組むとともに、風通しのよい職場

風土づくりが重要と考え、従業員一人�

ひとりが企業理念やESG経営の本質を

理解し行動するよう尽力しています。
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ESG経営の推進

ESG経営の枠組み 3部会の設置 社内浸透の取り組み

　積水ハウスグループは、2020年6月にESG経営推進部門を新設

し、当社グループのESG経営に関する基本方針の企画・立案および

推進に関する事項を掌握する「ESG経営推進本部」を設置しました。

この組織改編は、ESG経営に関連する全社的な取り組みの推進にと

どまらず、その支援や調整、情報の収集と分析、ならびに社内外へ

の情報発信の一本化を図ることで、名実ともに「ESG経営のリーディ

ングカンパニー」として認知されるための決意表明です。

　そして、取締役会のもとに、「ESG推進委員会」を設置しました。

本委員会は、3ヵ月に1度開催し、ESG経営の推進に関する方針お

よび計画についての評価・改善を行います。委員長はESG部門担当

役員とし、社内委員、有識者2名（社外委員）も参加し、多様な視点

で活発な議論を交わしています。

　なお、ESG推進委員会における内容は取締役会に報告され、審

議しています。

●	�委員長：ESG部門担当役員

●	�社外委員：2名

	 ��國部克彦氏（神戸大学大学院 経営学研究科教授、神戸大学V.School長）�

冨田秀実氏（ロイドレジスタージャパン株式会社代表取締役）

●	�社内委員：ESG経営推進本部長�

3部会長、副部会長（環境事業部会、社会性向上部会、ガバナンス部会）

　また、ESG経営の要素として、「全従業員の参画」「先進的な取り組

み」「社外評価の向上」の3つをテーマに掲げました。ESGの中に当

社があり、ESG経営が企業そのものの活動になるよう、一人ひとり

が理解を深め、お客様・社会の幸せのために取り組んでいきます。

　ESG推進委員会の傘下に、その推進を担う３つの部会、「E：環境事

業部会」「S：社会性向上部会」「G：ガバナンス部会」を設置しました。

　ESG3部会長にはそれぞれ職責者を任命し、目標・KPIを設定して

います。本3部会は、営業部門・生産調達部門・本社各部門・国内グ

ループ会社・海外子会社と連携しながら、ESG経営の旗振り役とし

て先導していくとともに、実効性ある取り組みを行います。そして、

その取り組みについて、進捗報告と普及に向けた課題・改善提案の

フィードバックを通じて、全従業員の理解・浸透を図ります。

　ESG経営の全社的推進を目的として、事業所社長表彰にESG指

標を組み込みました。

　Eは脱炭素社会への先導・生態系保全、Sは健康経営・従業員の幸

せ、Gは事業所マネジメント強化とし、ESG推進方針に沿った形で、

客観性を持ったもの、事業に直結しているものなどシンプルに6つ

の指標としました。

　当社グループのグローバルビジョン「『わが家』を世界一 幸せな

場所にする」 の「わが家」とは、お客様にとっての「住まい」だけで

はありません。従業員にとっての「わが家」とは、「会社」であり「職

場」であると考えることができます。つまり、従業員の幸せこそが

ESG経営の基盤といえます。

　ESG経営を推進するうえで最も重要な要素である「全従業員の参

画」にあたり「ESG対話」に取り組んでいます。

　「事業を通じて、従業員・お客様・社会を幸せにするにはどうした

ら良いか」をテーマに、階層別に対話を実施する、全従業員参画の

取り組みです。対話を進めていく中で、お客様の幸せのために取り

組むことが、社会への貢献にもつながり、従業員や取引先の幸せ

にもつながり、そしてまたお客様の幸せにつながっていくという、幸

せの連鎖があることに気づいていきます。

　また、この対話を通じて、従業員同士のコミュニケーションの活性

化が図れ、 風通しのよい職場風土をつくり、そこからイノベーションが

創出され、さらなる企業価値の向上へと発展することも目的としてい

ます。相手の幸せを願い、わが喜びとするこの「ESG対話」の取り組み

は、企業理念の根本哲学である「人間愛」の実践そのものといえます。
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ESG経営の推進体制

ESG3部会

E：環境事業部会
（部会長：環境推進部長）

営業部門

生産調達 

部門

本社各部門

国内

グループ会社

海外子会社

S：社会性向上部会
（部会長：ダイバーシティ推進部長）

G：ガバナンス部会
（部会長：IR部長）

ESG指標を組み入れた表彰制度

ESG対話の実施

承認

報告

連携

取締役会

事務局：ESG経営推進本部
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